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NYHA3度以上の拡張型心筋症 (DCM)7例に p-

biockeTによる治療を試みた.全例が利尿剤,ジギタリ

ス剤,ACE阻害剤などの血管拡張薬を内服中であった.

Metoprolo12mg/日から開始しチ漸増した.idiopathie

DCM 5例では全例に噂Å可能で1年以上経過を観察 し

えた.鹿hem皇cDCM の1例では内服開始より自覚症

状の増悪がみられ中止,蜜た心室中隔欠損症術後の1例

では3ケ月後に心不全急性増悪となり中止した. 1年後

の維持量は15から 30mg/日であった.死亡例はなく,

NYiiA は書4度から1度がi例 ,3度から1度が1例,

3度から2度が2例,3度の濠まで不変が1例であった.

NYKA に改善のみられた例では安静時心拍数の減少,

心エコ-での左室駆出率の増大, ホルタ州での Lown

分類の改善がみられた.提示する著効例のような症例で

は 針blocker療法を積極的に試みるべきと考える.
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1)静脈浸潤を認める腎細胞癌症例の

検討

北村 康男･渡辺 学
小松原秀 一･坂【=il~腫 之輔 ･.､.: ∴ 立 I.

当院開院以来 1992年までに経験 した256例の腎細胞

癌症例を対象とLて,静脈浸潤陽性例の検討を行った.PVO

l二類例,p＼-rla38例､p＼･rlb19例.p＼Jl)こ･115例.p＼p･rl)bl例,
pV2C4例であった.PVO,pVla,pVま玩 pV2の3年

生存率は84.6%,59.5%,76,3%,28,3%で,5年

生存率は68.3%,5凱5%,59.3%,28.3%であった.

pVO および pV2と他の群の間には有意差を認めたが亨

pVlaと pVlbの間には有意差を認めなかった,感療

政経が鹿轟の被膜を越えて浸潤すると予後は窓 宅なり,

下大静脈まで浸潤するといっそう予後が悪くなる結果で

あった.静脈浸潤が進むほど腰痛最大径は大きくpVO
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では5.9±3.1.pVILlは7.1±3.0.pVlhは7.8±1).一1.

I)＼･･rl)は 1().i-L卜±3.5cm であ-た.遠隔転移も80(-,21

00.320(ト 5000に認めた, Lかし障塙血栓が下大静脈ま

で浸潤 した pV2症例でも, リンパ節や遠隔転移を認め

ない症例では農期生存も得られ,右心房まで鷹揚血栓を

認めた1例では,開心術の餅周により2,5年再発なく経

過 している.

2)自排尿型代周勝敗を造語 した患者の臨床的
検討

･ ニー ､∴ →∴

【目的】取治的潜航全摘除術後の尿路変更として自排

尿型尿路変更術を行った8例について検討 した.E対象 ･

方法】1992年4月から1993年9月までに駁治的勝既全

掃除術後の尿路変更として白排尿型尿路変更術を行った

潜航癌患者8例 (男6例,女2例,年齢45才-74才,翠

均63才)を対象とした.手術方法は i王eocolicneobladder

を2例 (男 1例 , 女 1例)に行い, ilealneobla舶er

を6例 (男5例,女 1例)に行った.尿管逆流防止機構

には pouchよりロ側の ileum を約 25cm 使潤 し,

嬬動を紺1jした方法で行一･)た.【結果】手術時間は蹄枇

堂摘除術も含めて5時間52分から10時間5分で平均7時

間旦9分であった.手術後観察期間の短い症例もあるが,

昼間の尿の禁制は4例で保たれ 夜間の尿の禁制は5例

で保たれた, 1例で腹圧排尿ができず本人の希望もあり

間駿自己導尿を行っている.尿流盈翻意検査を行った症

例では排尿農は 229mlから 壕28mlで平均 318m王で

あった.最大排尿率は /1.1mlsか1､-12.2mlsで平

均 9nllsでか-､た.平均排尿率は 1.7mlsかIll::1.11nトS

で平均 3,2m里/Sであった.排尿時間は 162秒から371

秒で基-･lた.残尿鼠は 5n･11か:/-55mlで恥 ,た.POu｡h

から尿管-の逆流をこ関してはまだ観察期間が短く逆流の

見られるものもある.E結語】自排尿塾代周勝既遊説術

は他の尿路変更術をこ比較 して術後の患者の生活の質を良

好に保つことができると考えられた.

3lJL､陸内に転移 した悪性陸将L713例

-:.い ･.fy :雷 鳥 ･∴十 ∴

北村 康男 ( 同 泌尿器科)

心以外の臓器の悪性腰痛が心に転移する場合,多くは
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心外膜や心筋i二転移するもので.心陛内に発育してくる

ものは雑器が少なし､.この度.右心房陛内に発育転移し

た悪性腰虜を3例経験 したので報告する.

症例1は.77才女性で 199()年7月に肝細胞癌CT)ため
入院 した.肝細胞癌は肝左葉から左肝静脈をこかけて存在

し 右心房内にも 7x6×3,5cm 大の腰痛血栓が認め

られた, しかし,左肝静脈の魔窟と右心傍内の腺癌は連

続 しておらず,浄 机 ､血行性転移と考えられた.症例2

は,57才男性で 1991年9i-=こ右腎癌LT)手術を受けた.

陣場は右腎静脈∴下人静脈,右心房まで連続 して膝軌 血

栓を形成 しておi),右腎(L,腫壕血栓を全摘 しえた.今H

まで再発はなく元気に通院中である_症例3は,54才T]

性で現在入院中である.肝細胞癌が肝右葉にあり,肝静

派, F大静脈,~右心房こ【二連続性に瞳揚が発育している.

LllNormalsizedovarycarcinomasyndrome
の3症例

荒川 正人･柳瀬 徹
花岡
徳永 :=r;i.∴ ･ こ' :',.･:二 一一一

婦人料紙域で癌性腹膜炎をきたす代表的疾患こ【二し-て卵

巣癌があげられるが,腹腔内をこ広範な播橡性病密を認め

ながら卵巣は正常大で,他に明らかな原発巣を認めない

疾患群は NormalsizedovarycarcinomこISyndrolnC･

と呼ばれ 原発性卵巣癌の他,転移性癌,性腺外発生の

表層上皮性鷹癌,悪性中皮腫が含まれる.今回我々は,

本症候群の3症例を経験 した.3症例は.いずれも脂部

膨満を主訴に当院受診 し,卵輿陣場は認め左か-､たもの

の,癌性腹膜炎の診断で試験開腹術を施行 した.病理診

断は. 1例が SeroussurfこICeI)aPillarI,carcinoma,

1例は卵巣原発移行上皮癌でありチ1例は転移性癌が疑

われたが原発巣の同定には到らなかった.3例とも両側

附成器切除および術後.(1~)Df)を申し､とし.た阜剤併用

墳法を施行 した.本講演では,本症の診断_上二n問題点を

中心に若 I'･L')文献的考察を交えて報答する.

5)婦人科腫療患者の貧血改善をこ対す るエ リス

ロポイエチ ソの有用性の検討

書谷 徳夫 ･倉田 仁
児玉 省二 ･田中 憲一 (雷幾 等霊宝)

悪性腫暮患者をこ対する化学療法や放射線療法は, しば

しば貧血の原因となり,輸血を必要とする症例も少なく

加 ､.今回我 々は,入院加療中の婦人科瞳壕患者におけ

る貧血をこ対 しチエリスロポイエチン (門po)投与を試

み,その歯周性 ･安全性について検討 した.化学療法や

放射線療法i･こ伴い.2週間1上し【･こわたり-十 r/｢~-LJ:ン

苦6例に対し,遺伝子組換えと卜HPO(rHuHK)16.(XXl

単位を遇 12回皮 卜注 した.汁iuHPO投fJ'･;こより.週当

り Hb値は0.53士0.2T.川 値は 1.7±0.95(Oo)増

加した.本刑長斯投与により.化学噸法を反復施行 した

症例におし､ても.Iplbl和工増加傾向を示 した.副作用

(血借上軌 頭痛,血栓症左上日 工認れ互か.,た.rHuHPO

の投与により.化学墳法IP放射線墳法に伴･-1柊血n改善

が期持され 治療遂行 8輸血回避の観点から寒剤は有用

と判断された.

6ト七変化f本シス711ぅ+ン (CI_)DP〕体内動態
の検討
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これまで C1)i)P体内動態に/.-いては,渦適性日金

(~7'トー体)に関する雑器か多か-､た.最近,滅適性日

金からアミj酸等をこ結合した低分子負荷体を除いた CDDP

そのもの (末変化体)を測定する方法が確立きれ体内動

態に---,し,ても研究さ,ナlるよ･1にfc･,た∴七変化体の体内

動態は,洩適性白金とは異なり,渡た抗腰轟効果と毒性

発現に関与するのは莱変化体であること屯明らかになり

つつある.そこで我をはき点滴静注時の束変化体の体内

動態(･T/小 て統計的手法に上り解析し,乍適投lj--法に-L)

し､て検討 した.

32症例に.CI)i)I)を1)またはLl時間かけて点滴静注

し経時的に採ILIlを行し､,Hr)LC-PostColumn誘導体

化法により莱変化体濃度を漁E3定 した,血中濃度デ-タと

落穂臨床検査値等の要因を同時的に解析可能なコンビ:i--

タプログラム NONMEM を用いて解析 した.

解析の結果,CDDP クリアランス机烏滴速度と有意

な関係が認められ,この関係にもとづき新たな至適投与

法の可能性が示唆された.さらに腹腔内投-射こついても

検討中である.


